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独立後 1年のアルジェリア

Michel Goue, L'Algerie un an a/1res l'切必pe孤'ence.

I はじめに

9月:mnのチジウス市における反政府釈会の報逍店J1:

なかわさりに， 10月初旬わが作！のnT・ll紙ほア）レジェリア
に関する記：ij迄を久Lぶりに大きくと 1） あつかった。この

いわゆる「反乱」のぶ斜知こついても、各社け、)'•)特派且

をi[~J員するなどして，解説·な試みーこいる。それらは．ペ

ンペラ政府の「独裁J化頻I{il，アラフ”人とペルペル人(/)

民族（内対．tなどを「反乱」の主要な哭機としてあげてい

る、点で共通している。もちろんこれでは何の説明にもな

っていない。すなわちペルペル人とアラブ人の民族的対

立というのは，いわばそのようにも認識しうるような••lI:

態が存在しているというだけで， JtLの相迅；とのものが

「反乱J0)哭限となるとはおえにくいし，出た「独裁」

化伯i向が認められるとしても， 「独裁」化傾向に対する

反対が，ー一たしかに「反乱」の指導者たらは．そのよ

うに主張しているらしいが―—iiりこ政治の手脱さとして

の「独裁」に対する反対であって，それが「反乱」のJ(（

飴‘！りな原因であるとも考えにくい。

反村（民地迎勁として形成されたi紐＇如が，独立とともに

頸在化したiTi々 の内部矛盾の解決のための権力機構に転

換したとき，十分にその機能を発揮しえなくなるという

過程9す土分J!l！解しうる。したがって国家権））をめぐって

指祁名1付音｛位の抗争がいわば，アルジェリアの社会的括盤

とほ遊雌して展開されるということも，あるいはまた「独

裁反対」という象徴を操作して，種ノ“の灰質の不猫が反

政府迎励として組織される可能性もあろう。かくして，

権力の側はその傾l句に対して必要以上に敏惑にその危険

性を惑ずることはありえるだろうし，また反政府迎動も

それがそのようなものであるかぎり，椛力を称い反政府

運動であることを終わった瞬l「りから先人と同じ立場にお

かれることになるのであろう。もう・一つの問郡・・ょ，独立

したとはいえ甚木(1りには今日なお大きな矛府を「村包して

いるアルジェリアとフランスとの関係における「反乳」

の窓義であろう。 「反乱lがいわゆる反革命fl(）な性格な
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布するものかどうかという、点である。しかし，この、点に

なるとJJil1か、点においてはわが国においてまった＜判断の

材料がない。たかだか， 11T•Il紙に掲叔された「反乱」叩

兵 l叉ればいこ窃・災な感じをもつ和渡である。

ただベンベラ政府がこの「）又乱Jに相呼応するかのよ

うにフランス人／1i布股地の国有化を戸叫したこと―.::

のことは，少なくともペンペラ政府が「反乱」を反り'i命

的性格0)も0)としC大泉：こ．［S.汲づけさせようとし＿Cいる

こと，そしてそのことはベンベラ政府がなおJ又植民地主

義という方lf,1で困民の支持をえられる客硯的ti'i勢にある

と判断していることをな味Lていないだろうか。一ーア

ルジェリア独立以後のフランス政府のきわめて似．喰な態

炭などからして，反依命的なものな慈図するかぎり「反

乱 l の成功する可能性！•ま菊いように考えられる。

このように独立移t1年わずかのアルジェリアにおいて

たとえば，この「反乱」のぶf：義を理解しようとする場介

でも，何一つ決定的な結論をくだしえないのが現状であ

ろう。つうンスとアルジェリアとの関係という、点にi関し

ては，問題があまりになまなましい政治(J)現実にかかわ

ることであり，わが国において第 1次的ft料を入手する

ことは不IIi能に近い。またアルジェリア())！国内に問題な

かぎっても第 1次的な沼料はほとんど入手しえない。

結局，今l:It1)アルジニ！）アについて何かJIl！解しようと

ーずれぼ以下に紹介するようなものを十分il滋を払って使

用するのも窮余0)策のー・つであろう。

このルボルークージュしま， 『ル・モンド』紙がこの 7

月，ア）レジェリア独立1年にあたって渇載した特集芯li

(J）一つである。このルボルクージュl：：：沢料的な価値を・が

えるため I•こしま， rル・モンド』紙のアルジェリア 1111:ij の

取りあつかい方，このルボルタージュを内いた Michel

Gou6 偶人に対するインソォ•メーションなどが用慈され

なけれぼならないだろう。 MichelGouJに関しては，現

在アルジェに＇沿味している謡行ではなく，平常は国内 I:n
題担当の政治記者であると1iilいているが， tこしかめるこ

とばできなかった。 ilij者については同時に掲祓された

『ル・モンド』紙作成のアルジェリア独：｛f＿後 1年lii]のク
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ロノロジーを付して参考に供する。このクロノロジー自

体が， 『ル・モンド』紙のアルジェリア問題に対する視

角を確かめる素材であると思えるからである。

なお全文を邦訳してもわずか50枚程殷のものであるの

で，要約といってもなかば抄訳のかたちで紹介する。

II 独立にともなう龍乱とその収拾

アルジェリアの独立後 1年，制憲議会 (I'J¥sscmbl如

constitunntc)において伯任をうけてから 8カ月たらず，

ペンペラ首相は，内外の多くの観測者たちによって示さ

れた悲観論に対して，甚本的には楽観論をもって対峙し

てきた。かれはこの冬， アルジェリア指群者l}りに相いつ

いでおこった紛伶を忘れてほいないが， 「そのようなこ

とはすべてもはや遠く過ぎ去ってしまった。そしてこの

ことこそが奇跡なのだ」と訴っている。

アルジェの街は，何も変わっていない。商店のショー

ウィンドーには，イクリアから翰入された洋品類や，バ

リからきた洋服類などがあいかわらず美しく陳列され，

アルジェの人々の目を魅了している。その前では人々

はおしゃべり 1こ歩f・1になっている。かわったことといえ

ば． Michel街が Dibouch街とその名をかえたこと，

いくつかのカフェーが，竹理委員会 (Comitedeg⑱ ion) 

の手に移ってから，その名をかえたこと。子供の靴みが

きが，街原でみかけられなくなったことぐらいである。

ラフリエール（し直ericre)広場のペンチの上には，あい

変わらず失棠名がぶらぶらしている。

アルジェは，近代的な曽部の外観をもってわれわれを

魅惑しわれわれをあざむく。しかしながら，本当の勝i'l

は他のところで展皿されつつあるのだ。ァルジェリア政

府は股村の改が．．tこ力を注いでいる。政府心最大多数の

希堕に答えることを遥ひ．，まじかにいる問民の少数部分

の不満1.::.tまこだわっていないらしい。ペンベラ首相は語

っている。 「われわれは，われわれのしていることが，

すぺての人々 I•こ満足を与えるとは思わない。しかし大多

数を占めるアルジェリアの小市民たちは，われわれの行

なっていることを支持している」。アルジェリア政府はな

によりも，品作物の耕作が一•II寺 (lりにも中断することを同

避することtこ全力を注いだ。そしてある程度それに成功

しているようである。

ペンペラ首相は，その生い立ちと感営lこおいて股民大

衆に近い。そのことがこの 1年間のベンペラ政府の政策

に影咆を与えている。また典村の改革を，艇先させたこ

とは正常なことであった。地方大衆の反逆迎動が， 2, 
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3の地方でみられたように暴動化することをさけるため

の諸政策を早盆Uご実施することが必要であった。アルジ

ェリア政府の政策尖施は，主に試行錯誤I•こよって行なっ

ている。ヨーロッパ人の放骰Lていった不動産に関する

かなり瑣淡ないくつかの法令はそのことを示している。

あるものは，政府の最初の謡図を示し，他のあるもの

は，その慈図に反して，地方(Iりにすで：こ確立しているも

のを公認することのみを慈図している。行政・政治に閃

する諸機構氏まだ確立していない。ょくいわれるよう

に底辺と1ii点の間をつなぐ「述絡ベルト」 (courroiresde 

transmission)は其には存在していない。常にあまりに短

jOl日の各眼への祝察旅行や，i削略は公間の討論会などが，
その述幣を保証しているのではない。政府は人民の要求

に答えることをいわゆる試行錯武の方法に頼って行なっ

ているのである。

あるものは，ペンペラ政府が，その明確な綱領をもっ

ていないと非難している。その目的が未だ不明確である

ことは確かだ。しかししだいにその市第11tまはっきりして

きている。ペンベラ派の人々は，結局克t々と l、リボリ糾

領 (Tripoli::;Programme)の実施に向かっているよう

である。

政府は，人民とその指浮者との述術を確保するだけで

なく，人民の中にあるある種の無政府主淡的煩I:iJに対抗

しうるような，弧！l,1な行政機構を確立すること1こ狩手し

た。この任務は困難をさわめた。独立時：こおけるフラン

ス官吏の染団帰国は，既存の機構を混乱させた。無tこ等

しいものの中から一つの新しい行政椴構を創設しなけれ

ばならなかった。常に最良の候補者を選出することは不

可能だった。時1！り（lり余裕もなかったしまた遥考が不十

分であった。しかし，少しずつ任用込料勁屯改められてき

た。能力と狩格が，軍役・戦功よりも昨重されるように

なった。かくしてペンペラの酋相就任以来，とくに原の

行政機構に対して数回tこわたる抜本的改革が加えられ，

その効果は頻著であった。

社会主義祁l"Jの企業の管理委只会の監普から，旧軍人
の再格付けにいたるまで．アルジェリア高級官吏の仕事

は多岐にわたり，かれらの「紅而する詔困薙は多大であっ

た。全鯰こわたって硯在郵使機能tままった＜マヒしてい

る。フランス人官吏が，アルジェリアとの経済・技術協

力協定tこもとづき労力を提供するためにやってきたが，

いくつかの困雖，主に財政的な困雉のために離l音の双志

を表明している。ポーヌ (B6ne)県の主任土木技師は帰

限してしまった。しかしその代理を求めることができず

67 



-.-セ-”~9…9～如99？貨 料々-““~•~~““~---~～●●●~—•‘―‘‘―~•9--～”·、...―~“~~～‘”..～…--鼻—•“_．—~”.. -、.、・・・”

にいる。かれらは一時金としてある額の現金をうけと

るだけで， 1'.1分の給料の総額がいくらかさえわからない

という状態が一般的である。

アルジェリアの指部老たちは，それらの語困嬢過浜

は， 7 年問の戦9りの後辿症にすぎないと名・えて，少し—:J~

つ改苦する努力を重ねている。

独立時，主に都会において多くのアルジェリア人が，

ヨーロッパ人が放爵していったアバートや住宅を占拠し．

てしまった。それらの無断入居者のうちにぱ，．が．命戦士

の戦争未亡人たちもいた。しかし同時に人口過剰なアラ

プ人の往民街から移ってきた人々も多かった。以来，か

れらは，家貨・屯気料・ガス代などをいっさい支払わず

そこに住みついた。政府は，それらの住居の占有者を濶

査し，甚類を作成し，十分に俯別（かJIti1を考J．俎して，そ

の占布の継続の公認あるいほ追放を決定した。公認され

たものほ，家貨を支払って住むことになった。

税金の徴収は，数力月の問．政府がもっともその力を

煩注しなければならなかった問題であった。そして徴税

のための行政機枷ましだいに整備され，今nでは，木年
皮ばかりでなく，前年度分までも住民に請求しうるよう

になった。なお整理の余地はあるが，大減省は収獲後数

ヵ月内には事態｝切E常化するだろうと考えている。

m 東部に散在する不諾

ァルジェリアの内陸都市であろコンスタンチースは，

今日アルジェリアで）もっとも活気に溢れた都市であろ

う。その住民のほとんどが回教徒であるが，独立以後人

口が念削している。近郊のi駐村は，製民が戦乱と飢餓を
のがれてコンスクンチースに流入してきたためほとんど

條人地幣になってしまった。

この、急激な人口刑加の理rl1の一つほ，多くのアルジェ

リア人家族の生存を可能にする稲々の国々の信仰，イデ

オロギーをもつ慈善団体の食料品の無料給付がその活動

は弱まったとはいえなお続けられているためである。

人口の急激な刑加ほ，必然的に失業者を増加させた。

公式には 3万人以上といわれているが，現実には人口の

3分の 1がまった＜ひどい灸困の中で生きていることを

認めざるをえない。この数万の困窮名は，すべての側の

煽勁者の策略のために煎要なエネルギーとなる。人民同

家冗 (I'Armecn.-itional populairc)の3俯大隊がこの

町にh咋任してから，平和が回復したようにみえるが， し

かし最近おこった事件はなお武装を解除していない分子

がいることを証明している。
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わたしがコンスクンチースに到消したとき，ここほ政

府に対する敵叡こ楳出ていると忠告された。わたしはそ

の敵双の実態をつきとめようと考えた。

パトナ（恥tna) 地区と，ボーヌ恥の辺撓レドウ (1•

Edough) [Il岳地1ittこ（なた Lかにアルジェリア秘密而l~

組織 (l'Org:misationde l':1rmee secrete rl'Ali?cric)と

呼ばれている不正規軍がいるらしい。今日衣でのところ

この反乱分子ほ， ifi々 の接触を試みてはいるが，尖力行

珈こでたことは一1虻もない。これらの地区では，このー・・

団が治外法櫛’内に生活していることは事実らしいが，現

政権をii'［接脅かすイ釘’Eとはなっていない。政府も視在の

ところこの反乱分子の存在を無祝している。

G.P.R.A.のiiij首相，ヘルアット・アパス (F町 hat

Ahl郎）氏が，ペンペラ政府が，社会主毅の実現にあ注り

に1牝はであると非難する害i前をベンペラ民に送ったこと

は，アルジェとパリにある程度の物議をかもしだした。

アルジェリアの閣似のうち，いく人かは（そのうちには

かつてアパス氏が指群していた。 )'unionclemocratique 

<In manifeste algerien Iこrx.1係していたものもいる）国1J

化を推進するための語政策を支持することを拒否し，非

公式には，ペンペラ氏の政策：•こ対する敵慈をかくさなか

った。これらの指邪者たちは，アルジェリアのプルジョ

ワジーの中に，その支持者を有しているが，あるアルジ

ェリア人が語ったように． 「プルジョワジーは満足して

いないが，なんら胴桜行珈国でなし立だろう。かれらは

あまりにll匂病だ」。

またアパス氏が必ずしも反ペンペラ迎勁を志向してい

ないということはありうる。かれほとにかく自分を守っ

ている。結局，すべてのプルジョワジーは，それができ

るかぎりでほ，自分の個人的な地位を保持しようと試み

ているといった状態である。

ベンペラ氏の敵は，最近かなり慎康になってきたよう

だ。反政府遥動を行なっている社会主義革命党(LeP<1rti 

de la revol udon socialiste)は，今日までも心とかに配布さ

れるヒ万以外まったくその姿をあらわしていない。その

指羽者しま， G.P. R.A.（アルジェリア臨時政府）の前扁9首

相プディヤフ (13oudeaf)氏，であることはいまや公然の

秘密である。この社会主義．ー1,（;．命党ほ， 9日F.L. N.フラ

ンス支邪，アルジェリア同教徒学生同盟(I'uniongenernl 

des etudiants musulmnus)などの系統の民族主義若たち

を結集しているらしいが，その支持者廊まのびていない。

そ0)ような状況下で，政府にプディヤフ氏0)速jjりを決断

させた動機は何であったのか怪しむことができるくらい
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である。

結局，アルジ:::.リアには組様された反対．i退動：•ま，視実

には存在していないといえる。反対i•こi「i 々の[}ii,516) 中に

不謂が散在している。

それらの不満の原因はさまざまである。あるもり）は磁

教的な勁機から，今年にはいって政府が‘ふ瑶il呆設のため

に，羊のいけにえの紫II：を勧告したことを非郎する。ま

た他のものは政府の不払いあるいは支払い迎延に抗成す

る。直接的な外国援助（主にアメ，）カ）の滅少，アルジ

ェリア政府が自ら憾討したこの波少l:t．9 :JこにこのlKI()）東

部地方で，その賠与によってかるうじてfl.:t丙を維持して

きた多くの人々に不安を感じさせた。しかし，ある1r・)J

なアルジェリア人は，わたしに沿った。 「恒詣的に給付

される外困援助は，悪習をつくりだL.，人々 ())11砂Jを失

わせる。政府， l封家，外困に紺i って：•まならない。そのよ

うなl::i額り）援ll）Jt•太 iii入りの間物である」。

必ずしも十分な見i識をもって行なJ,;! ばさ•tことはいえ

ないペンペラ政府(1)社会主義il“.'/），惰政策ば、， Iril様に一部

の人々 d)苦しみをJfl}Jllした。

其正な民族主義名である人I,"iが， しかもかれらが，独

立後に収得した校旅が政令が祁iliiiされるliijに接収された

り，多くの小誦人たらが，県知）i(/）決＇巫に． kテ（財迩を

没収されたりした。政府は， このような？li態が・此びくこ

との他険を惑匁lじC, それら社会主義化政策{)),1ilJtlによ

る儀牲者たちに，［lら0)=j料役をする枇会を与えるものと

して，諮副委J.;i会を設iftし．kうと Lている。ペンペラ首

相t:t、ii、f.fっ―Cいる。 「下部においていざすぎがあっ 1と。...

•••しかしそれらは決して政l{｛を勒つけるものではないQ

われわれは，非常に即iitc選択のiiijに立たされていた(1)

だ。すなわち． 1OO(/）屈りのために 15を1汲牲にし， 11りも

のかをなすか，あるいは何もせず100の誤りを紹ける

か。今やわれわれは，われわれの誤らをjl：そうとしてい

る」。

アルジェリアの指麻名に課せられた1li-.k.(/）|lll題は失梁

問題である。 iii:近，各地でとくに東部において，さかん
に失棠名のデモが行なわれている。 II炉としてそれらのデ

モしま品勁化し，村長，淑兵.:/賂此などが殺喫された。こ

のような事態に当「（1jして，数巡IHliiiiから，アルジェリア

政府：rM放任(J)態度をすて，その制圧に(J)りtこした。アル

ジェリアの一知事は語っている。 「われわれは，示威述

珈咄家の利益に反しているゆえに，容認することはで

きない。われわれは祖園(/)1判舷紐んでいる。そしてそ

れは，示威運珈こよっては迷成できない」。

こ(/)i!！l坦はアルジェリア民衆(/)飢lにあるというペンベ

ラ氏(/.)権威妬抒しく｛けつけることはなかった。

IV Ht!!ーの組緑されたカー軍l琢

アルジェリアでtt, 1 LI l l1がしばしば成吸な、な味を

もつ。そのようた状況は利巴主義に迅をi}りく。独立当初
叫況m.，沈静した。「・,'1'1'.命」，「社会主義」という神型
なことばも，もはやそれらがJ!II出の利益によって以外，

|'.1らを表視しないとき，ごく限られた1対心しかllf-びさま

さない。試錬叫とい年月後，ア）レジェリア人民は独立(J)

r利益」なうけることを期待した。しかしそのような利
{i(/.)辿求は，函民(fJ辿術が弱よったとき，例人的な利益

のili求となる。そこで国家は全!;iiiに似をおろして，各9μl

人に法律を滋識させ，国民的述術感を維持することが必

要であったし，また必要になる。

戦／（ull,1渤Jtこ偽いた F.L. N. t•;.l:., tl 決11~1．⑭環0)

(/．）も没落した。昨疫の危機は， F.L.N.に決定的打慇を

かえた。その後、かなり・長い11¥l,蔽格な条件を課すること

なく党且証を配布していたが，それも絶えてしまったよ

うだ。しかし一部の支部では，；との毀はともかく，多く

(/）'叫•しを擁して強力な存在となっ -c いる。たとえばセテ

ィフ (Sctif)iii(}）党支imti,5万3(）（)()人（全（1:民(J.)8分

()） ]に相当する）の党且を打している。

1-:デル氏の辞任に伴い1:1ら政治局の・,!J沿l<となったペ
ンペラ氏（,、よ， f!「{ノ((J)エネルギーを必りL・iできるような，強
,,,,1な組織）Jな布する一つの政党を組織しようと：どえてい

る。かれは沿っている。 「政党を組絨しなければならな

し‘(.)下部と上附祁とを媒介する役割を飢じること())でき

る一つの政党がなければならない」。

ペンペラ氏は， F.L.N.(J）組様の改革を行なった。ヒ

デル氏によっ‘℃組椒され，政府に対し，大きな困難をも

たらしていた，コンスクン・J-ース支部の指祁椴構（ま，似

本(1':iに組みi(iされた。指淋祁にり妙：11.：Jiと5lt区の司令官が

加えられ，巾Ill]の段陪では党注，行政および軍の仕'.•Ji:を

;a・しらにとって代わることなく監仔することができるよ
うになった。また多くのI!！」題は，上部機関の決定を待っ

ことなく，その楊で解決できるようになった。コンスク

ンチーヌ支部におけるこの経験は，まもなく他の地方支

部にまで送）llされるだるう。

とにかく，現在のとこがり狙l却It.c糾織力を有する政党は
存在していない。また牝急に生まれる 11ft饂も少ない。

なお当分の間は政i(•I とその行政組式が，欠如している巡

勅｀を代行することになるう。
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しかし，アルジェリアにはその力を企限：こ誇示してい

る一つの組級された力がある。それは人民固家軍であ

る。全貝が兵舎1こt.t．いり，衣ft(•Eを保~iE されているこの

軍隊は，＿＿＾つの非常に特殊な「カースト」を形成Lてい

るようにみえる。 1氾じたちは，政府よりも叩隊の長とし

てのプメディエン左大佐に対して（か：Iしばまた恨防大臣

であることも？jじ央であるが），llli従している。あるものは

そのことをかくそうともしない。

しかしそのことは，兵営内に反政府の陰謀が企てられ

ていることを邸味しない。

事実は反対で，民族的統一(/)化身である軍隊は動閾・J:.

何であれ，とにかく大多放は，政府に対して：J.頃認を示し
ているというのが，現在における一般の判断である。

軍隊は国家にとって！戊II,訳であると [IijI!！j•tこ， 「一般故判

椛」 (Lebras s1:culicr)である。それは人民大衆の支持

につぐペンペラ氏の第2の切札である。かれが，政治・

行政談椙の墜iiiiされるのを待もながら国家を指祁でき

るのほ，一部に｝まこの軍豚のおかげである。またかれが

時問をかけてかれの協力省を選iIIし` 、比叫災構（lり改・,y;_を

行なえるのは，瑛するに，．＇i心にことを迎ぶことの危険

をさけうるの比軍隊のおかげである。

V 箇理委只会一ー経験的社会主義

ことばは現実をiliilこして多くを伝えない。鼻をしてJJL実
に展開する経験をもって，社会主義名を沢格付けること

しま，不当なことではない。社会主義は，行巡のよう1Sit

行しているとき以外iこ，自らを収に示すことばない。

アルジェリア政府の政策の払池＇，l（ま，本質的：こ人民的で

あった。政府は，所有岩が放ii1していった批業および」ー：
架の企菜体に，労働者たちによって遥出された管辿委ぶl

会を設四することを決定した。しかしはじめにそのよう

な手段を率先して行なったのは農民，労拗者自身であっ

た。政府はただ：との個別的な性格を保持Lながらも一般

化しはじめた一つの経験を法制化しただけであった。選

出された委員会は，まったく自主的；、こfl喋した。知事や

郡長は，せいぜい管理iこOOするある独の権利を認められ

るだけであった。

アイン・ナぅ・ (A'in-Annnt)は，セティフから数十キロ

の小さな村であるが，ここでは自発的にあるいは強阻j

されて去っていった三ーロッバ人コロンの邸宅は，アル

ジェリア人たちによって占拠された。汲も汲碓な邸宅の

一つ， I日村此のシコーレ(Cholct)氏の邸宅ほ，党の地方

支部の1i秘局となっている。ショーレ氏はこの村を去る
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にあたって「土地があってもアラプ人た松•ま．それを耕

作することはできないだるう」と訴っていた。その村の

住民たちは；との挑i戦に応じた。今日，一：庁埋委R会がこ

のコロンの土地を耕作している。その他の11]コロンの所

府地を含め， この竹理：委lsi会が耕作している耕J也（・・と全
if1只冷40ヘククールである。

当初は多くの困難があった。たしかに竹J盟委且会は，

lllコロンの土地の所布椛セ・1災得した。しかし↑詞I淡収会

は，種子を購入し， トラククーを忍入するためのダt金を

まったくもたなかった。しかし委且会を選出した{l:lした

ちの代成により，管雌委i＼会（ま，外溜の援助：こ依存しな

いことを決‘心した。村,)~の各 lit ・；！ t 1（沼戸に対して，岱湘

忍．し会は・‘V·j~)200 フランの 1献金を·淡諮した。この ifi金を

もって， 1判陵li会は I・ ラククーを防入し， もっとも必
要なものに対して労俯力を紺iil：した。

その結』とは他の地方のJ••I，}合と阿じく，ーイ沼屈ある。休

i] には 1:•1 分たちの小炎の生fiを心なるために，多く 0)村民

が家族をともなって畑：こやってくるのをみることができ

る。隣り合わせにある 1人のヨーロッパ人コ U ンの所1i

するれIIり）小必とくらべても，；との生脊ぶりは(rJ-っしてみ

おとりしない。

笠理委只会はたしかにンとの能力のi’£iuiを示している。

しかし同il!J・に現在いくつかの困難が生じつつある。まず

、もの利益d.）配分に関して，その一部を国家に収めること，

他の・・・部を投府にあてること， これは当然である。『諜

労紛者に対するit金は， I！！l}邸こなりそうだが，これば法
律で8llij:]IIJ労拗日に相当する謀業労ffiの蚊低貨金が定め

られ，それが昨直され， しかもそればかつてよりよいJI又

入を保証し •Cいる。 I切凶が生じているのは， i＇1棠経磁惰

ではない管理委員会の委i1のサーヴィスに対する報科1(J）

支払いに関してである。

また最初の符理委ii会がその村の住民の企ii•一致；こよ

って逃出された場合でも，法律（•ま委且会())遥架t. ， iit} ［ i

労榊者すなわも， II]コロンのl印1屈Jll者によっ-c行なわ：Iし
ることを規定していたので， しばしば二つの委且会が生

まれた。放初，経営をlり甜した自発的に生まれた委且会

と，良如鳩者によって遥)知された委員会とである。法

fltは，前恣から後若への乱研承の方法tこつい—Cなんらの規
定を与えていず，そのことがときとして両者d)|{！1：こ衝突

をひきおこすことになる。

サン・クノー（函int-Annaud)ではすで；こ存在してい

た委n会が，新委且会の選学を妨密した。アイン・ナナ
村では，生庄の再i)りを組微した1日委且会が，遥学された
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祈妥ll会が1、jIぅ •;1：かなかったものと刈 I,,JI又ろうとしてい

ると抗議している。！謡I•Ji., 1笛J・<[‘t．．一般的に1位切り）委

ii会1こ但ljに紛'{rを解決しているようであり， J: t..:政府

もそのプi1;,1でまもなく・ー・つの決定をくだすt(/・）とおもわ

れる。

「放四rtjff.:」(hie1.-vac:aut)の‘常Jli’)外認・(J、, ”'との地J戎
の住民の少数部分（アイン・ナ・J-村で全村168ii1|1公9j-::i)

にすぎない。 fit川労慟者ct.,.11湛しの待辿‘戻走したJ(Itlil

を水受している。他の大多放は．季節別飩hにすさ＇ない 9.:.

のことは各村において二つのカテゴ')-(/）I]店民，すな).)

ち—•定の狩施を1.iする特i裕(iりなグ）V- フと、あよりにtt

困な，狩i殷をまった＜布していない，・大多数が1:．じぶI.!:

る危険をはらんでいる。そしてL'ど民のこ（/y・・‘.)(/）附K‘・1(/.）

Iり］に緊張が生じる可能性がある。こ d) ことを政l(·ft.j•ヽ ．Iil,；視

してはいないが， しかしその予防策を餃1|iするに応て

いない。今後施行される農梁関係呪）dltが私イfjlJJt(I）i|jIJ

限とともに，焦リ伶農民を就職とせるii，ti?tをとる、・とが．i:..1!

まれているが，一方，各経営(4心斗ふ 'i;t)1]労榊．r.・i1.)放な

Jfo~II させないことな決定している 0)である。も11.u. 「 t1••

会主汲部1111」(/）．｛r．菜（水は． JI,社会主義部門の企菜｛本をテ
コ入~ l, し動かすぺき使命を布しており，•お）汀'.I らの収益

性を確保することが！恥嬰であるかl‘)ーもあるりそしてつぎ

に，；t(/）ような企染によ・J.c:J拐視ぷれに収益が， J:り劣
等な土地に投沢されることをり！ j：れるのであるJ こ(/)J:

うにしてセティソ県で1 よかつ••e()）．＼,J：人漿 ikl人．．城！Ji(J）:::.I.: 

地0)約：；分の］がM・l'I：こ；lしるようになったりなおiIs.tJ国地

しま， 10ガヘククール以上・(f布しているが，；とj しにはl:i•大

な投t花を必炭とする。
アルジェから七ティフヘ通•J勺る往ri韮の途中にあるケう

ク(Kcrrala)(/）はずれに大きな製移に1．．．場がある。このエ

場：•ま， j9Hi労であったヨー 1J.2'＼'人が， ll'面1:• !)) •l lゾ、米楳
菜を釦l.：していたが，ベンペラ氏からそのl’i!}ilk：稔（．「：さ

れたこのこL.J易妙没働者たいま， 12JJl Fl;と 0)fl:••Itに沿手

した。労i勅者たt）は，・11}|；りにあたっ-（外品からまった＜

借汰をうけなかったが．今tI,；との生I旅は、過去の水．ii'i

な凌i.fけするにいたっ •C いるし，収益もあげている。：r．場

長1,•項l‘求から任令されており，かれはi校1！委員会(/)丸記

を放ねている。

しかし'i'.ルジェリア())上来部l"llこ：t．心ヽ （ゞは， こ0)ケラ

クの製粉一T.J易0)例は，たしかに例外である。この」：場と

は反対に11理委員会の監普下に移ってから数辿1iil 記l~it

が停止している上J給が1(）力所もある。またフィリッツ＇ヅ

ィル (Phillippvillc)のかんづめ工場では，管理委ii会(/)

手にうつっ―Cから，以1JijJ:り多く (/J生i!i図をするに至っ―c
いない。

こl深祈肘）がl!i|｝iiさ、iじ「＇，投 ft法 (ll!coc!C (lcs invesli-

SSlllClllS)もまだ議決されていない炭位ペンペラ首相と

労例札lプマザ (Boumaza)邸・t.,LU}i足主義労勧組合I})-

分派が一種の悪政治が拡大していく(/)を放inし・cいるか
のごとくであるu

託済政策<I)施行が1改和あるためにu...．、.Jd)り、：令を

発布するだけでは不十分である。独\‘.［以後もが演）を~i)iけ

てきたフランス糸の1t滸I:(muisom;)(/）多くは，経済的に

Piしくなっている6,t紅叙行はもはや代11iを行勾）ない。

ア）レジェリフ＇此女）（ ・ftょ， !M~J也lI!fftに行なi);ll．た｛；l：・’lfに1附

する送 I) 状な必•F しも咋．,ri: しない。•出た 2` 3 (/）．企．棠名・

9 J．， アルジェリア政府にIt紗）・せず祈しし、1.li合うにl'lらな遥

合させようとすることなくが場を約1・・してし・‘tった。ま

たあるも (}9)は，［1分())工場が国打化されることセ伽効し

ているか6)ごとくに行勁した<.))')レジェリ．J,政l（すも主た

しヽ <,.)かのあや出り＜＞ビ犯した。政府(.t.；：：：;jt．を認め．それ

らに祉itttをかえようとしてきた。

かくして， アルジ：I.(/J・・・企菜とオうン0)-4 企凍を管理

委l・i会の手に移したプルジ．,.リア政！fm.，（匂iでは外I・f」
人グルー・](/）提案をう［ ｝．C, 企哭••K•たもとの接触をlii| ｝ |i

しに。；と（）J）fft答をえるにはなお3.）J}•J かかる Iころう。ペ

ンペラ n•tI Itょ， 1ごl,~t.. t >:I心，；．l.9.哭部門においてなんらか

(/）枯i『かをとるi.；あるうと面1_!llした。を(/)とおりである。

ただし，、とれはそのことによって」）れわ」！、自身がI#節し

ないという条件のもとにおい＿CであるJu

¥,1 ビエ・ノア・・・，ルの不安

蚊近ン')レジ 3.()）Ill位は，本固lこヽ）1さ抄げる：：1-ロッパ

人家族(/)り i述し（））貨物 [|J力車が人 l:l な0• いている。こ；l し

ら())ビエ・ノラ＇ール (PiaIs•1l01rs) たらは5 ア）レジェ・リ

ァ政府の般近の一・述の社会主義（し政策や自分た 1.J()）経済

的困雉iこよっー（落旭させら：ll.`・（いた。か：！しらは国こ（な

みる」ために 1年間・まっていたがもはや希．吼をすて去っ

て（いく。アルジ .f-:）アとブランスとの協）J|紡定にもと、づ

いてア）レジェリアにきた「フうンス」のフランス人たら

も1:1分にら(/)滞在が延長されないことを望んでいる。

しかし，この夏f,iJ人ぐらいのヨーロッパ人がアルジェ

リアから去るか，判断するには1l雑lj~'~'iしである。あちこ

もでいいだされている数字は根拠が淋いようにおもわれ

る， ;)I；・常に人さわがせな唸がir.Lれとんでいる。 tibjJfi6'，且

で米ているヨー I」ッバ人は，かJ しらり） ·fIli}］()）半分は，•以
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期休喉後，現駿に復帰Lないだるうと話った。

一方，フィリップヴィルのある学校の校長は、同僚の

大部分はK.1}ってくるだろうと予想していた。かれの知っ

ている30人の教師のうも， h-I｝る必即）ないことを(•まっき

り表明していったのはわずかに 6人だった。その校長は

わたしに語った。 「ヨーロッパ人たらは楽説(iり材料を探

し求めている。しかし同時にかれらはすぺての悲観；i令を

受け入れもする」u

かれらは，アルジェリアにとと・よることな塑んでいる。

しかし，自分たちの友人の 1人が店をたたんで去ってい

く。かれらはやがでJ1:態 r.t．落•ら沼くだるうと f(tt了したい

と思っている。しかし，ァルジェ当局からt;}しげなく与

えられた保諏｝こもかかわらず， l1分の身内の 1人がまた

して囚布化政策の1汲牲者となる。

レジャ (Rcdja, コンスクンチースとフィリップヴィ

ルの中阻］にある）は';.との脱史が柏民地の｝秘央；とのもの

であるフォール (Faure)家の郷土である。モーリス・フ

ォー）レ氏は， 「レジャの主様」といわれた柑［民地時代の

有カネグラチアン・フォー・ル (CraticnFaure)氏の子息、

である。かれは，われわれ：こつぎ0)ように澁ってくれた。

「われわれは， 3代にわたってこの土地の！｝り発に従事し

てきました。…•••われわれは蚊も近代的な農機具をもっ

て~Jt作し，この土地ですべての作物が栽培できるように

なりました。そこには，一般のアルジェリア｝］姜民ができ

ないような努力がなされているのです。この土地はいく

つかの点でわたいことってエリーゼ宮殴と同じほどに凶

価なものになってい古す。どのような困難が生じようと

もこの土地にとどまり，この固のためにつくそうとして

いる戯業経営者は，この地方ではわれわれの他にもう 1

軒しかありません。••••••わたしがここにとどまるうとし

ている第 1の耶由は，この団がどのような体制になろう

とも，この国がわたしの母屁lであると考えているからで

す。わたしは，この国(J)農菜経営者としていかなるアル

ジェリア人よりも多くのことをなしてきました。土地は

われわれにとって！l.；．P骸の手段です。それを換金すること

は問図ではあり・岳せん。もしこの土地が巨lti地にtcった
としても，そのことはわれわれが全精力を{iiけることを

妨げま・ピんJ。

屈深経営者が， もっともこの国を帷れたがらないこと

は明らかである。あるものは， 1:1分たちが謀地改・1作のた

めに没落しても，他の経済部ド］に転換し，とにかくア）レ

ジェリアにとどまるうと考えている。セティフのある小

コロンはつぎのように語った。 l•わたいま，殷地改革に
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少しも反対ではあり点せん。それは．多かれ少なかれJーと

期Iiりかかるでしょう。わたしはここにとどまって見守っ

ているつもりです。わたしが正しいか誤っているかtt.,

未来が語ってくれるでし．tうが，わたしば・1ELいと忍・J

ています」。このように考えているアリジェリア在住(}.)

ヨーロッパ人は多い。•)'；レジェリアの現実のガ侑似ぬ r|•I

で，人はすべてを見＇すぺ•C｀を希·塑し，すべてな恐れる

ことができる。アルジェリア—それはまだすべてが i1f

能な国である。

〔付］ アルジェリア政権の 1年の歩み（『ル・モンド』7

月2日・乃掲波）

1962 

7. 1 民族 l:1 決権に関する困民投棠。•/）レジェリア (j)

独立を始泌する協定が，ほとんど反対菜な<ili 

認さる。ただらに主椛ほ，妍国家に紺駈する：：

とになり，．Tcunneuy氏が．初のアルジェリア

駐在フランス大使iこ任命さる。 F.L.N.の側に

おいては， G.P.R.A. と•和n Bella派との反

目が拡大。

7. 3 G.P.R.l¥..．詞IHl:n Kheclcla氏アルジェに到

沿。

7.12 Ben Bella氏 Tlemccnに到沿，歓迎をう<。

数F1後かれは当地にて， 「ア）レジェリアの迎命

を掌握することに従jI：する」政治局を糾成。

8. 3 危機の 1カ）うののち恥nBella氏はアルジェに

到沿。

8茄 Ben Bella 派と， Boucliaf 氏および第 3 平~Iメ：

派，第ヽ1罪管区派の支持者たちとの11-11；こ紗浄再

燃。

8.25 アルジェリア問題担当叩紐IJox氏と臨時行

政部首J,WFares氏ほ，協）］に関する協定の、盗9E

因に凋印。

9.、I Ben 訟lla 氏と第 31fl~lざ派および第ヽI'.ii噌Iざ

派が妥協。両名の紛争に終止符。

9.20 !tll~砧綿ll会品の選学。

9.22 Boudiaf氏を党首とする社会主淡革命党が，ア

ルジェリアにおいてその結成をjと明。

9.26 Ben Bella氏は，初代ア）レジェリア政府の糾成

の任に指命される。

10.28 新国家の一方(1~な諸政災(J)尖抱により，パリと

アルジェliiltこ危扱生．ず。

11．お アルジェリア共旅党，非合法化。
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11.30 アルジェリア外朴IKhcmcヽtil(;, lt6)）の Iril};•j り）

ためにバリに到府。

12. 9 Orlcansvillc ：こてプランス il•[ （夕じ、•K•5名）とア

ルジニリプ'i|（（死れil名）衝突。

12.Jl アルジェリア印；•(I: フランス・大使，．IcaI:ncy 氏と

Ahmecl Francis.LX;t・;ょ，財政に関する 2fit定に

臥'11!:l)。
1963 

1.18 I3ourguilXI氏はアルジェリアが反チュニジア

政権の除謀の主謀作を低蕊したことに抗蔽して

!)j：アルジェリア大使をそ1．述。

l. Hl~20 Ben Bella派は，アルジェリア労機総同盟

の支配権を確保。

1.29 初のフランス！ji：在アルジェリア大使， Rahal氏

牙tl:f:。
2.11 ア）レジェリア迎伯・ 1ぷl‘ぶ再建 ~I!, Boumendjel 

邸i．一連の協定締結のための交渉にバリに到

ふ

チ.:.,.ニジア・モロッコ 1廿I~) 凋係を iしし判在する目的

て？モ・ロッコり）；も設：こより． Rabat !こ．すJしヽ"c彩¢―

マグレグ会議l}｝Hi比。
3. I；｝ モロッコ(})Hassan2世，公式臥j|iilでア）レジェ

に到沿。

3.18 フランス， SaImraの In-Erkerにおいて地下

核火験を行なう。ア）レジェリア，フランス政府

に政「（な抗，；設をljIし人;!l、)

4.ll kllemisU Lて1li.,r殺事件。 lfi]氏は直似。

'1. lG Khiclcr.l:(;, F.L.N. 政治）月1淘•J姐を §ff.f:。 Ben

Bella氏自らその任につく。

5.,1 -)・セル大統領， アルジェ公式油1ii]。

5.17 Boumcdicnnc大佐．初代iiill.ri41|l：：昇進。

I>.19 Constantineにて人民国家軍の派散l|i}jiこ，銃殺

捌蒻色1:.。
6.22 (.;.P.R. A.のiliji1，llmil,JJ枕l：会主副＇i.命党総故

I3oucli11f氏は1司志3人とともにアルジェにて迪

捕さる。数1:1後， 13en恥lla.Ltは1吾］家に対する

反逆の総渫が米然に兒立したことを発及。

<i.26 粍祈•財政桜ll）」•および石iilh1tl起を処J嬰する仲

｝女！幾l具i(l）｛IIJ，没Iこl}ける協定，バリにて締結。

（アジア経済研究所瀾lf．研究部お(i;；tl.1滋i li(lコiiti'~) 
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1950,.._,1957年における

l 中国の国民総生産と社会勘定

—紬汎シリーズ第 l 集＿

ウイリアム• W ・ホリスク—;許

第13i2 中1―咀1経済の勁き 一lりSO~!H57-
一総生産・総支出・総i所得の分配＿

第2窮 rll国の困民総所褐と国民総生施（時(Illi) -1950~1957-
第3常底企深部1111/-t}J定．

—J品深部1"lの総阪光額・此染の生施代と投？tのための 1~·1; 入・家1tおよびtr限サーピス・総l彫'¢額の推
計． j|瑣赳業•一祁l"lに対する阪りじ額・家希I·に対する l阪ぅ＇峰化一—

弟4章非品企菜部l"測淀
ー非此企棠部l'りの阪光額・非股企棠部l"lの購入と1,t用ー一
第5箔家計部門勘定

弟6卒政｝（f部門1切定
ーー政府収入•財およびサービスの政｝f靖＇が入―

第73は総貯苔と総投ft
第8掌 1952年の不変価格による1{i［民総生産

--il!j収支1且・政府購入・純対外投沢・函l勾総投it―
第9釘'i: 1952年および1955年国民総生旅の米ドル換仰
ー一方法について・消牝支i|｝の比較・政府l辟入の比恢•投ft支！ l.iの比較・中・米 iil,jl{qに1紺する限民総生
座比故の要約・ 1955年の米国価格による1955年｝父中困困I民総生旅の評価ー一
（付録） 1952年における品業生眩額の附．接的if揺I・
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